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女性委員のいない審議会等をなくし、女性の参画率40％を目標とします

女性の職員・教職員の管理職への登用拡大を図ります

女性職員の職域・職務拡大や管理職への登用について、理解が進むよう職員への研修・啓発を行います

(3)市内事業所等における女性の活躍推進のための支援

「女性の活躍推進」に関する認定制度を創設し、女性の活躍推進に関する取組の推進を図ります

総合評価一般競争入札に男女共同参画に積極的に取組む事業所に対する評価を採り入れます

２　女性の管理職への登用推進と能力向上機会の充実

基本目標１　社会における意思決定への女性の参画拡大

　働く場、地域活動等の意思決定の場に女性が参画できるよう、積極的改善措置（ポジティブ・アクション）を念頭においた取組
等を進め、男女が共に暮らしやすい社会の実現を図ります。また、女性の活躍推進やワーク・ライフ・バランスの推進に取組む事
業所を認定し、女性の活躍推進を図ります。

施策の基本的方向・具体的施策・施策内容

１　女性の参画拡大のための環境整備

(1)ポジティブ・アクション（積極的改善措置）の推進

(4)市職員・教職員における女性の管理職への積極的登用の推進

女性職員の職域・職務拡大を推進します

審議会等において、女性と公募による委員の積極的登用を推進します

市内事業所に対して、女性の管理職への登用に関する啓発や情報提供を充実します

地域における方針決定過程への女性の参画拡大を図るため、各種団体等に対して女性の積極的登用についての
啓発を推進します

市内事業所や大学等との連携、リーダー養成講座等を通して女性リーダーの発掘・育成を進めます

(2)審議会等への女性の参画拡大のための環境整備

女性人材情報を充実し、活用します

(5)市職員・教職員における女性の能力向上機会の充実

女性の職員・教職員が能力向上できる研修の機会を提供します
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令和２年度の取り組み内容 取組みに対する評価と今後の課題等
今後の
方向性

担当課

各種審議会等委員の女性委員比率（40％）の
目標達成に向けて、各課に女性の登用につい
て呼びかけた。

各種審議会等における女性委員登用率を
40％に近づけることを目標として、女性の
登用について各課へ積極的に呼びかけた。
今後、委員の調査の際に、目標達成してい
ない審議会等に対し、再検討してもらうよ
う、仕組みを検討する必要がある。

継続
政策企画

課

「審議会等への女性委員の登用指針」に基づ
き、平成33年度末までに女性委員の登用率
40％達成を働きかけた。

R2年度の審議会等の女性委員の登用率が
34.8％となり、前年度より増加している
が、目標値に達していないため、さらに各
課に啓発する必要がある。

継続
人権・男
女共生課
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各種審議会等委員の女性委員比率を高めるた
め、各課に女性委員の登用について呼びかけ
た。また、引き続き、公募による委員の積極
的登用を推進した。

各種審議会等における女性委員登用率を
40％に近づけることを目標として、女性の
登用について各課へ積極的に呼びかけた。
また、審議会等委員の公募については、引
き続き、公募実施要領や選任基準等に関す
る指針に基づく運用に努めた。今後、委員
の調査の際に、女性と公募による委員を積
極的に登用できていない審議会等に対し、
再検討してもらうよう、仕組みを検討する
必要がある。

継続
政策企画

課

3

広報誌・ホームページ等を活用し、市内事業
所に対して、女性の活躍について、啓発活動
に努めた。

働きやすい職場づくり推進事業所認定制度を
実施した。
〔認定事業所数〕５事業所

市が認定する働きやすい職場づくり推進事
業所について、新たに5事業所を認定し、認
定事業所は延べ19事業所となった。
今後も広報誌・ホームページ等を活用し、
市内事業所に対して、女性の活躍につい
て、啓発活動に努める。

継続
商工労政

課

令和２年度の取り組み内容 取組みに対する評価と今後の課題等
今後の
方向性

担当課

4
各課から寄せられる女性人材情報を取りまと
め、データ化した。

昨今は、インターネット等により様々な情
報が手に入りやすいため、当事業の拡充に
ついては検討しないが、女性人材を探す際
のツールの一つとして、継続して実施す
る。

継続
人権・男
女共生課
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自主防災会女性部と連携し、地域での防災活
動への女性参画を促進するための女性防災講
座を開催した。
〔内　容〕withコロナのしなやか防災講座
〔実施日〕令和３年１月25日
〔参加人数〕22人

コロナ禍での地域防災・避難所運営につい
ての内容となっており、受講者の満足度も
高い結果であった。ニーズのある講座であ
り、今後も対面とオンラインを有効に利用
して手法を充実させて実施していきたい。

継続
人権・男
女共生課
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自主防災会女性部と連携し、地域での防災活
動への女性参画を促進するための女性防災講
座を開催した。
【再掲　施策番号５】

コロナ禍での地域防災・避難所運営につい
ての内容となっており、受講者の満足度も
高い結果であった。ニーズのある講座であ
り、今後も対面とオンラインを有効に利用
して手法を充実させて実施していきたい。

継続
人権・男
女共生課

（具体的施策　２）審議会等への女性の参画拡大のための環境整備

施策内容

女性人材情報を充実し、活用しま
す

地域における方針決定過程への女
性の参画拡大を図るため、各種団
体等に対して女性の積極的登用に
ついての啓発を推進します

市内事業所や大学等との連携、
リーダー養成講座等を通して女性
リーダーの発掘・育成を進めます

1
女性委員のいない審議会等をなく
し、女性の参画率40％を目標とし
ます

審議会等において、女性と公募に
よる委員の積極的登用を推進しま
す

市内事業所に対して、女性の管理
職への登用に関する啓発や情報提
供を充実します

施策内容

施策の基本的方向１　女性の参画拡大のための環境整備

（具体的施策　１）ポジティブ・アクション（積極的改善措置）の推進
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令和２年度の取り組み内容 取組みに対する評価と今後の課題等
今後の
方向性

担当課

新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応に
より、当初予定していた地域課題の活性化に
向けたワークショップについては、中止とし
たが、令和元年度にまとめの３回目が実施で
きなかった２校区を対象に、コロナ対策を講
じ、ワークショップを実施した。
〔実施校区〕
〇地域自治組織結成校区：大池、東奈良（２
校区）

地域課題の解決に向けたワークショップに
おいて、自治会長をはじめ、地域の各種団
体で活躍されている女性も参画いただい
た。
今後も各地域において活躍されている方々
と共に地域課題等の解決に向けた協議の場
づくりの推進に努める。

継続
市民協働
推進課

関係課と連携し、「女性の活躍推進」を進め
る事業所が増えるようホームページ等で情報
提供した。

「女性の活躍推進」を進める事業所は増加
の傾向にあるため、今後ともホームページ
等で「女性の活躍推進」に関する取組の推
進を図る。

継続
人権・男
女共生課

働きやすい職場づくり推進事業所認定制度を
実施した。
【再掲　施策番号3】

啓発活動やインセンティブの拡充等によ
り、働きやすい職場づくり推進事業所につ
いて、新たに5事業所を認定し、認定事業所
は延べ19事業所となった。
女性の活躍推進に関する取組の促進を図る
ため、働きやすい職場づくり推進事業所認
定制度を実施する。

継続
商工労政

課

8
総合評価一般競争入札の評価項目として男女
共同参画への取組状況を採用した。

評価項目として採用することは、計画推進
の観点から今後も継続していく。

継続
契約検査

課

令和２年度の取り組み内容 取組みに対する評価と今後の課題等
今後の
方向性

担当課

女性職員を各部署の多様なポストに積極的に
配置するとともに、キャリアデザインを尊重
した適材適所の人材配置を推進した。

各部署の多様なポストに積極的配置を行っ
た。引き続き、女性職員のキャリアデザイ
ンを尊重した配置を推進する。

継続 人事課

女性教職員の職域・職務拡大を推進した。
一定推進が図れているが、今後も、首席・
指導教諭の任用について積極的な推薦を各
学校長に呼びかけていく。

継続 教職員課

女性職員の職域・職務拡大を推進した。

女性職員の職域・職務を限定することな
く、人材配置を行い、推進に努めている。
今後も制限することなく、積極的に職域・
職務の拡大を推進する必要がある。

継続
水道部総

務課

火災、救急現場に出動する分野への配置を推
進した。また、庁舎内の女性専用設備の充実
を図った。

庁舎改修等にあわせて、女性専用設備の整
備を行い、今後も引き続き積極的に職域・
職務の拡大を推進する。

継続
消防本部
総務課

「女性の活躍推進」に関する認定
制度を創設し、女性の活躍推進に
関する取組の推進を図ります

総合評価一般競争入札に男女共同
参画に積極的に取組む事業所に対
する評価を採り入れます

（具体的施策　３）市内事業所等における女性の活躍推進のための支援

施策内容
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（具体的施策　４）市職員・教職員における女性の管理職への積極的登用の推進

施策内容

施策の基本的方向２　女性の管理職への登用推進と能力向上機会に充実

9
女性職員の職域・職務拡大を推進
します
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女性職員の管理職への登用を促進した。

自身のキャリアについて積極的に考える機
会として、キャリアデザイン研修を実施す
る予定だったが、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により中止となった。研修の
再開に向け、実施方法等を検討する必要が
ある。

継続 人事課

女性教職員の管理職への登用拡大を図った。
一定推進が図れているが、今後も女性管理
職の推薦について、各学校長に推薦を呼び
かけていく。

継続 教職員課

女性職員の管理職への登用拡大を図った。

新たに管理職へ登用した女性職員はいな
かったが、制限することが無いように努め
ている。今後も制限することなく、登用拡
大を推進する必要がある。

継続
水道部総

務課

該当する職員はいなかった。
引き続き職歴等を考慮し、登用を推進す
る。

継続
消防本部
総務課

令和２年度の取り組み内容 取組みに対する評価と今後の課題等
今後の
方向性

担当課

自治大学校への派遣を推進した。
女性職員の派遣に至らなかったが、継続し
て自治大学校をはじめとする研修の受講を
推進し、女性職員の能力向上を図る。

継続 人事課

教職員に対して、管理職や首席・指導教諭・
各種主任等を含む中堅教職員を育成するキャ
リアステージ・職種別研修を行い、889人の
参加があった。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から、制限のかかった中での開催だったこ
ともあり、昨年度よりも人数は減少した
が、どの研修会もそれぞれの立場の教職員
の資質向上につながる充実した機会となっ
た。今後も、職種の幅を広げながら継続し
て研修の充実を図っていく。

継続
教育セン

ター
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市職員を対象に、男女共生研修を実施した。
〔実施日〕11月11日
〔対象者〕新任課長級職員
〔受講者数〕９人
〔講　師〕静岡県立大学国際関係学部教授
犬塚協太さん

市職員を対象に、ハラスメントに関する研修
を実施した。
〔実施日〕11月19日
〔対象者〕新任係長級職員
〔受講者数〕29人
〔講　師〕人権・男女共生課職員

研修の実施により、男女共同参画意識の醸
成を図れた。継続して実施する。

継続 人事課

（具体的施策　５）市職員・教職員における女性の能力向上機会の充実

施策内容

10
女性の職員・教職員の管理職への

登用拡大を図ります

11
女性の職員・教職員が能力向上で
きる研修の機会を提供します

女性職員の職域・職務拡大や管理
職への登用について、理解が進む
よう職員への研修・啓発を行いま
す

4 


